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カナダの金融市場動向 Weekly Report

先週のカナダ・ドルは、対円でほぼ横ばいになりまし
た。また、カナダ5年国債利回りもほぼ横ばいになりま
した。

先週は、米国株が持ち直したことや米国中間選挙が
予想通りの結果になったことなどによる投資家のリスク
選好姿勢の高まりがカナダの金利やカナダ・ドル円の
上昇圧力となりました。しかし、原油価格の下落や
キーストーンパイプライン建設に関して米地裁が作業
の差し止め命令を出したことが下落圧力となり、週を
通してみるとカナダ・ドル円、カナダ金利はほぼ横ば
いとなりました。

経済指標では住宅着工件数の発表があり、予想を
上回る結果となったものの市場への影響は限定的と
なりました。

今週は、カナダに関しては、特段重要な経済指標の
発表は予定されていません。市場の注目は、米国で
発表されるCPI（消費者物価指数）や小売売上高など
に集まりそうです。米国経済の堅調さが確認される結
果となれば利上げ期待の高まりにより米国金利の上
昇圧力が高まり、それにカナダの金利も連れるとみて
います。

ただし、足元では株式市場は乱高下しており、投資
家のセンチメントが落ち着いていないことは、カナダ・
ドル、カナダ金利の上昇圧力を抑える要因となりそう
です。また、原油価格は10月初めから下落基調となっ
ており、下げ止まる気配がないため、カナダの金利、
通貨の上値を抑える要因になることが予想されます。

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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販売会社等についてのお問い合わせ⇒大和投資信託フリーダイヤル0120-106212（営業日の9:00～17:00） HP http://www.daiwa-am.co.jp/

（出所）Bloomberg等より大和投資信託作成

【カナダ・ドル　為替推移】 （2018年10月12日～2018年11月9日）
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（2018年10月12日～2018年11月9日）【カナダ　金利推移】
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【2018年11月3日～2018年11月9日の推移】

（出所）Bloomberg等より大和投資信託作成


